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反対に、コストは安くても宴会のやり方いかんでは、相

手を十分に楽しませ、商談を有利にすすめられることさ

えあり得るのである。一口にいえば「魂の入った宴会を

やれ」ということが前田さんのミ宴会習学モの取木理念

なのである。

お酒が入ると、多くの人はガラリ人間が変貌する。落

語のまくらにあるような、ニワトリ上戸ほどの変り方は

ないにしても普段ムツツリしている男が、急にベラベラ

やりだしたり、むやみに人に抱きついてベロベロなめま

わすものさえある。

こんなのはまだご夏橋ですまされる。始末の悪いのは

道理の通らない議論をふきかけてくるケースだ。中には

喧嘩をやりたがる男もいる。

「そんな時は、エロ渾談か清元をうなっておっらやか

してしまうのが、いちばんききめのある手段ですな、少

くともいままでの経験では……」前田さんはこう主張す

る。そもそも、こう考えだした動機というのは、明治の名

宰相といわれた原敬の言葉に深く感銘してからだそうだ

原敬という人は、一口でも酒を飲んだら最後、ゼツタ

イに政治の話をしなかったという。彼の言葉をかりるな

らば、酒を飲んでから政治とか仕事の話をすると、必ず

損をするというのである。

彼のいう損の一つは「いってはならないことをついし

ゃべってしまう」ということ。

もう一つの損は「たとえ議論に勝っても負けても酒が

まずくなり、あと味が悪い・…‥」ということ。つまり、

政治や仕事についてのむずかしい話をしていると、酒の

いきおいも手伝って議論になってしまう場合が多い。宴

会で議論をたたかわし、その結果勝ったとしても、あん

まりあと味のよいものではない。

「助べえおやじといわれてもいいんですよ。仕事の秘

密をしゃべったり、議論をして気まずい思いをするより

か、ずつとこの方がいいと思っているんです。これに、

わたしはもう一つの損をつけ加えてみたんです……」

前田さんのいうもう一つの損とは「酒を飲んだ時は人

物評をやらない」ということ。酔っている時は、人物評

は必ず悪口に移行してゆくものである。秘密をしゃべら

ない、議論をしない、人物評をしない、－前田さんは

この三つをミ宴会哲学の三ヶ条モと名づけた。

（週間文春　9年24日）

鑑還孟宗㌫賢覧話芸主題ノ
になるだろうと思う。当クラブの会員は全員参加下

さればそうとうの多数になるようです。

○モデレーターは次の4名の方に決定致しました。

国際奉仕　立川与一君（酒　田R．C）
社会奉仕　桜井喜一君（上　山R．C）
クラブ奉仕　佐々木仁一君（山形西R．C）

職業奉仕　高橋与市君（米　沢R．C）

○会員拡大の件について、別耗う名の方で不適当と思
われる方は、その理由を具して、幹事まで至急御提
出願います。提出しない方は承諾を得たものと見放
します。

○会員鈴木君が此の度財団法人日本衛生食品協会個人

表彰されました。

○当クラブの恩人者安斎先生が此の度茂吉文化賞を授

与され、クラブより祝電を送った。それに対し、御

礼状が参りました。

○会員田中君のお子さんより　Ne．Bruhswick・Dr・

Klerさんに色々とお世話になっており、Klerさん

が来鶴された時の写真等を見て深く当事の事を思い

出されているようです。こうして私が、Klerさん

に御世話になる事の出来るのも、皆樟ロータリーの

方々の御力と思っております。今は卒業論文に専念
しております。クラブ宛便りがありました。

0幹事報告

○会報到着　東京、大曲各R・C
O例会場変更　花輪R．C

l1月10日　　放　花輪町沢口負荷別所

11月17日を11月16日に操上

○インタトシテーフォーラムに欠席の方は次回例会ま

で幹事に御連絡下さい。

○インターシテーフォーラム提出議案を次回例会まで

提出下さい。
○米沢クラブ河村秀一部署よりリンゴ一箱頂戴致しま

した。

南大平洋上のFIJI島のSUVA．RCのバナーです。

小花君が、10月22日小田原のMRAASIACENTER
で開かれた、MRA世界会議に出席した時に仝クラ
ブのL）R・A・ALI ASGARと交換したもので、樹皮
のTAPAで作られてゐて、煤煙等のフィジー島の民
俗的な材料を用いて横位が書かれてゐます。

011月誕生者　三滴君、鈴木君

奥様誕生　早坂左桂子さん

010月100％出席者

三浦君、金井（国）君、安藤君、阿部君、長谷川君、

武田君、広瀬署、早坂君、飯白君、賀田君、ヂJ一網君

海東君、小花君、三井君、斎藤（栄）君、荘司君、鈴

木君、佐藤（昇）君、佐藤（仁）君、手塚君、田中君、
津田君、石井君、張君、嶺岸君、佐藤（伊）君、中台

君、三井（賢）君

〇二コニコ箱

鈴木君表彰されて、金井（国）君早退、福島君早退

0本白の献立　刺身　平目、わらさ　焼物、鮭

味噌汁　豚肉、ねぎ、豆腐柏
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